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                      ～次のような目標を掲げています～ 

自分や他人を大切にし、社会の中でたくましく

生きていくことのできる子どもを育てる 

自らの役割と責任を担いながら、たがいに連携して

教育の向上に取り組む家庭・学校・地域を実現する 

教育環境の整備を図り、質の高い市川

の教育を推進する 

○第１回総合教育会議（4/23） 

市長が策定する｢教育に関する

施策の大綱｣の方針が示され、教

育委員会は教育振興基本計画(第

2期)等の既存計画を踏まえ、大

綱に教育及び文化･スポーツの各

分野の施策の目標を定める方針

を了承しました。 

また、教育委員会からは「市

川市いじめ防止基本方針」の概

要を報告し、市長は｢いじめは人

として決して許されるものでは

ない。方針に沿って、いじめの

未然防止に努め、家庭･地域など

とも連携を図り、いじめ問題の

克服に努めていきたい｣旨を述べ

ています。(第1回議事録) 

○第２回総合教育会議（7/30） 

市長が作成した｢大綱(案)｣が示

され、教育委員会の確認のも

と、市長は作成作業を進めるこ

ととしました。(第2回議事録) 

【平成28年度教育振興重点施策の概要】 

※詳しい情報は、市川市ウェブ内
｢市川市総合教育会議」のページを
ご覧ください。10月に策定された
｢大綱｣も公表しています。 

 
 

また、教育委員会は｢来年度に

おける教育の振興を図るため重

点的に講ずべき施策｣を提示し、

市長は｢必要な予算措置について

は、しっかり取り組んでいきた

い｣旨を述べています。 

教育委員会は、これまでに引

き続き、総合教育会議における

議論をはじめ、様々な機会を通

して、市長と教育政策の方向性

を共有し、市長とともに魅力あ

る｢文教都市･市川｣の充実に努め

てまいります。 

【教育政策課】 

 

 

｢総合教育会議｣は、市長と教育委員会が、円滑に意思疎

通を図り、本市教育の課題及び目指す姿等を共有しな

がら、連携して効果的に教育行政を推進していくため

の会議です。本紙では、その概要をお知らせします。 

本年度は小学校6年生と中学校

３年生を対象に、国語、算数･数

学、理科の３教科による学力･学

習状況調査が実施されました。 

  学力調査の結果 

小学校では、すべての教科で全

国平均正答率を上回りました。

中学校では、国語は全国平均を

上回ったものの、数学と理科が

やや下回りました。 

○平均正答率の高いもの 

学習状況調査の結果 

市川市の子どもたちは、全国平

均に比べ｢ニュースを見ている｣

｢新聞を読む｣とする回答が高

く、社会への関心の高さがうか

がえます。しかしながら、基本

的な生活習慣に関する項目で

は、特に｢テレビ等で長時間ゲー

ムをしている｣が高く、｢家で自

分で計画を立てて勉強している｣

が低い結果となっています。こ

れにより課題は家庭学習の充実

であることがわかります。 
平成27年度全国学力・学習状況調査 

 教科区分別調査結果（平均正答率） 
A:主に知識に関する問題 B:主に活用に関する問題 

「わかる授業」を目指して 

各学校では自校の調査結果を

分析し、それを踏まえた指導方

法の改善に取り組んでいます。 

教育委員会においても、子ども

たちが主体となる、課題解決型

学習の推進を図ることで、主体

的な学習づくりにいっそう取り

組んでまいります。 【指導課】 

《関連情報》 調査分析結果 

 

【自転車利用中の事故が多発】 
事故発生時の子どもの状況とし

ては、自転車利用中が大変多くな 

っています。 

ここ数年は、

事故の半数以上

が自転車利用中

であり、自転車

による飛び出し

事故が一番の課

題となっています。 

「交差点では必ず一時停止」し

て、「左右の安全を確認」する

ことを、学校および家庭で繰り返

し繰り返し話すことが大切です。 

 【ヘルメットの着用で子どもを守る】  
自転車による事故が発生した場

合、自分の身を守る手段として、

「ヘルメット着用が重要なカギ」

を握ることになります。 

小学生が自転車を利用する際に

はヘルメットの着

用が努力義務とさ

れています。万が

一の場合に自分の

命を守ることにつ

ながりますので、

ぜひヘルメットの着用をお願いし

ます。 

なお、市内公立小･中学校の部活

動で自転車を利用するにあたって

は、ヘルメットの着用を義務付け

ています。  【保健体育課】

《関連情報》自転車の交通ルール 

 

今年度と過去３年間の交通事故発生状況を比較すると、今年度は

10月末の段階で、昨年度１年間の交通事故件数を超えてしまって

います。 

このままの状況が続くと、これ

までで事故が一番多かった25年

度の件数を超えてしまう可能性が

ある等、危機的な状況です。 

事故の過半数が、子どもたちが

脇道や公園、さらには交差点や渋

滞中の車の間から飛び出したこと

が要因のひとつになっています。 

総合教育会議での市長と教育委員会 

全国学力･学習状況調査 

国語 読む能力  目的に応じて要旨を捉える等    

算数 数学的な考え方   文章問題から図や表を使って 

正確に数量関係を読み取る等  

理科 

（小学校）  
活用に関する問題   知識･技能等を実生活の 

様々な場面に活用する等  

学 年 教 科 市 県 全 国 

小6 
国語 A 72.5 71.5 70.0 
国語 B 66.5 64.5 65.4 

中3 
国語 A 76.7 76.0 75.8 
国語 B 65.9 65.7 65.8 

小6 
算数 A 75.6 74.7 75.2 
算数 B 48.1 45.1 45.0 

中3 
数学 A 63.4 63.4 64.4 
数学 B 41.5 41.6 41.6 

小6 理 科 61.3 61.9 60.8 
中3 理 科 51.1 52.0 53.0 

市内児
童生徒

 

交通事
故 

新規事業に係る施策の充実 
校内塾･まなびくらぶ、小中一貫教育、 
市川版中高一貫教育 

点検･評価の結果に基づく施策の改善 
キャリア教育の推進、 
防災教育の推進 等 

新たな教育課題への対応 
家庭･学校･地域の連携施策の再構築・ 
学校適正規模の検討 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu01/1111000248.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu01/1111000248.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000200734.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000200734.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000210848.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000214619.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla01/1111000093.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000217222.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000214622.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000214622.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000214622.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/zenkoku/1344101.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/zenkoku/1344101.htm
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000216543.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/roa01/1111000025.html
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  石田教育次長と代表委員の児

童との交流会を行いました。

児童からは学校の長い歴史の発表や、市へ要

望などが出されました。最初は緊張していた

児童にも笑顔が溢れていました。 

 

 

五十嵐 委員･平田(史)委員が、生徒会役員立

会演説会の見学と生徒会役員との交流をしま

した。生徒から学校のいいところや、次期の

生徒会役員にかける思いが語られました。 

 

 平田(信)委員が、全校道徳

「かけがえのない自分」の見

学と生徒会役員との交流を行いました。生徒

は自分の将来について話し、委員と夢につい

て語り合いました。 

  

 

 五十嵐委員･平田(史)委員が、いじめ未然

防止の取組「学校支援実践講座」を参観しま

した。地域支援者を中心に、子どもたちは活

発に自分の考えを述べていました。 

 

  田中教育長･平田(信)委員

が、6年生の｢給食献立のメ

ニュー作り｣の授業を参観しました。その後

は、6年生の児童と給食交流を行い、子ども

たちと楽しく歓談しました。 

【教育センター】 

～グローバル社会を生き抜く人材育成～ 
皆さんは、市内の学校にある

｢学校図書館｣をご覧になったこと

はありますか。本市の学校図書館

には、豊富な図書と調べ学習用パ

ソコンやプリンター等が整備され

ています。小･中学校には、学校

司書と呼ばれる専任職員がいて、

先生方と一緒に子どもたちの学習

をサポートしています。 

また｢図書の相互貸借｣と呼ばれ

る配送システムがあり、学習で使

う図書を、公共図書館や他校の学

校図書館、公立幼稚園から借りて

学校まで配送してもらい、自由に

使うことができます。これは、全

国でも大変珍しいシステムで、す

でに20年以上続いている事業で

す。子どもたちは、このような学

習環境の中でたくさんの図書やイ

ンターネット、地域資料や新聞等

を活用して学んでいます。 

これは、自ら課題を見つけ、情

報を取捨選択しながら自分の考え

を導き出し、それらをまとめて、 

 

 

 

 

 

 

 

新たな情報として発信する『アク 

ティブ・ラーニング』と呼ばれる

学習形態の一つです。 

 子どもたちが主体

的･能動的に学ぶこ

とによって、｢認知

的、倫 理 的、社 会 的

能力、教養、知識、経

験を含めた汎用的能力の育成を図 

 

る(文部科学省 用語集)｣ことがで

きます。 

本市では、子どもたちに、学校

図書館の活用を通して、グローバ

ル社会を生き抜く力を身に付け、

夢や希望を育みイノベーションを

起こせるような、未来に羽ばたく

人材育成を目指しております。 

【教育センター】 

 教育委員会では、子どもたちや保護者、教職員の意向を把握し、基本計

画の策定及び改定に反映させるため、教育委員と子どもたちや保護者、教

職員との交流会を行っています。今年度は１４校で実施します。 

 

①「帰ったら 何から話そう 

 今日のこと」 

これは文部科学省｢楽しい子育

て全国キャンペーン｣の三行詩優

秀作品の１つです。 

子どもは小学校に入学して、毎

日いろいろなことを経験したり新

しい発見をしたりします。学校で

の｢嬉しかったこと｣｢楽しかった

こと｣、時には｢嫌だったこと｣や

｢悔しかったこと｣など、ぜひ一日

の出来事を真剣に聞いてあげま

しょう。 

また、話を聞く時は、 

○今自分がやって

いることをやめ、

お子さんの顔をよ

く見て話を聞く。 

○あいづちを打ちながら、最後ま

で話を聞く。 

○時には、言葉を繰り返したり

｢それからどうしたの?｣と質問

したりしながら聞くようにしま

しょう。  

話をよく聞いてあげることで、

安心して何でも話せる信頼関係を

親子で築くことができます。 

②｢やればできるんだ！｣ 

という自信を持たせること 

学校で毎日たくさんのことを学

び、多くの体験を積むことにより

子どもは大きく成長します。家庭

では、結果だけでなくその経過の

頑張りも認め、ほめることが大切

です。小さくても成功体験を多く

積ませることは、子どもの自信に

なり、次の意欲につながります。 

子どもに｢自分にはよい所があ

る｣｢人に認められている｣という

実感を持たせることは、「自分は

生きる価値のある、誰かに必要と

されている人間だ｣という自己肯

定感を育みます。 

【社会教育課】 

ー教育振興基本計画と 

市川版中高一貫教育ー 
平成18年に改正された教育基本

法は、地方公共団体に対し「教育

振興基本計画」の策定に努めるよ

う求めました。 

これを受け、市川市教育委員会

では平成21年度から｢市川市教育

振興基本計画｣に基づく施策を推

進しています。同計画では基本理

念である｢人をつなぐ 未来へつな

ぐ 市川の教育｣の具現化に向けた

施策の一つとして、中学校ブロッ

ク単位での学校間連携の取組を推

進してきました。 

この4月からスタートした｢市川

版中高一貫教育｣は、これまでの

学校間連携の取組を一歩前に進め

｢千葉の子どもは千葉で育てる｣

｢市川の子どもは市川で育てる｣を

共通の理念として、公立(県･市)、

私立といった設置者の立場を超え

た学校間連携の取組を推進し市川

の子どもたちの学びと育ちを支え

ることを目指しています。 

今年は①国の制度によらずに教

育課程上の連携を軸とした中高連

携の在り方を研究する｢市川市中

高連携研究指定校」の指定、②市

内の私立学校の先生方から学校間

連携の取組等を学ぶ「学校間連携

推進研修会」の開催などに取り組

んでいます。  【教育次長】 

 

 

 

 

 

 

 

 研修会に出席された大学･私立学校の先生方 

 平田史郎氏が今年度

より教育委員に就任し

ました。 

 平田委員は現在、国

府台女子学院の学院長

として活躍されていま

す。 

 教育委員就任にあた

り、「市川は昔から、

歴史と文化の香りが豊

かなところ。市民の皆

様の協力により、“人

づくり”の基礎のお手

伝いをしていきたいです。皆さ

んで市川の教育をよくしていき

ましょう！」と、抱負を述べら

れました。  
【教育センター】 

新教育委員 平田史郎氏 

 

 

 

 

 

 

【これまでの経緯】 

平成18年 教育基本法改正 

（教育振興基本計画策定が努力義務化） 

平成20年 国の教育振興基本計画スタート 

平成21年 市川市教育振興基本計画（第１期）スタート 

  中学校ブロック単位での学校間連携の推進 

平成26年 市川市教育振興基本計画(第2期)スタート 

平成27年 塩浜学園（小中一貫校）開校 

    市川版中高一貫教育スタート 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu09/1111000085.html
http://www.ichikawa-school.ed.jp/network/index.html
http://www.ichikawa-school.ed.jp/network/yakuwaritorenkei.htm
http://www.ichikawa-school.ed.jp/network/buturyu.htm
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu02/1111000002.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000058275.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000058275.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu01/1111000165.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu01/1111000248.html
http://www.shiohama-syo.ichikawa-school.ed.jp/
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様々な理由から学級や学校に行

きづらくなり、悩んで支援を求め

ている、いわゆる不登校になって

いる子どもたちがいます。 

本市では、このような子どもた

ちのために、教育委員会で｢不登

校児童生徒に対応する協議会｣を

もち、連携を図りながら学校の取

組に対し、様々な支援を行ってい

ます。 

  「未然防止」 

表面上特に変化は見られなくて

も、心の中では不安や葛藤が広

がっていることがあり、不登校に

つながることもあります。そこで

必要となるのが未然防止の対策に

なります。 

学校では｢あたたかい学級づく

り｣や｢わかりやすい授業づくり｣

に取り組み、一人ひとりが安心し

て自己存在感や自己肯定感を感じ

られる学級や｢心の居場所｣づく

り、｢絆づくり｣を進めています。 

  「初期対応」 

子どもの小さな変化を見逃さな

いように、複数の教職員の目で見

て心配な様子があれば、その場で

声をかけ、家庭とも連絡を取り合

い、きめ細かな支援をすることを

心掛けています。 

  「自立支援」 

別室登校や欠席日数が増え、不

登校の傾向が日常化してきた場合

には、学校復帰や社会的自立に向

けて、長期的な支援が必要になる

場合もあります。 

学校では、担任だけでなく不登

校担当や教育相談担当、養護教

諭、カウンセラー等がチームを組

み支援するとともに、必要に応じ

て関係機関との連携も行います。 

ご家庭で心配なことがあれば、

学校や各相談窓口にご相談くださ

い。     【教育センター】 

 

 

｢見て、聞いて、感じて｣ 

今年も中学生16人が、夏休み

にドイツ･ローゼンハイム市へ

派遣されました。 

今 年 は ｢ 見 て、聞 い て、感 じ

て｣をスローガンに、生徒たち

は各自で設定し、事前に学習し

た｢テーマ｣について、現地で

の様々な体験を通じて理解を

深めました。 

また全体発表会では、｢日本

の中学校生活｣についての発表

を行い、活動風景の写真を投

影しながら、｢部活動｣や｢授業

の様子｣などを紹介しました。

最後の｢給食｣の発表では、ドイ

ツにはないものだったので大変

興味をそそったようでした。 

派遣生は充実した日々を過ご

し、｢最後に感謝を伝えられ、

嬉しかった｣｢参加しなければわ

からないすばらしい体験ができ

た｣等の感想を述べ、帰国しま

した。そして、帰国後は、派遣

生全員が、それぞれの学校で体

験報告を行いました。 

さらに大洲小学校で行われた国

際理解教育の研究大会に参加し

て、小学生にもこの体験を伝える

など、国際理解を広げる取組が

いっそう深まりました。 

【指導課】 

 

9月5日(土)･6日(日)に、市川

市児童生徒科学展が千葉県立現代

産業科学館で開催されました。今

年度は二日間で4,000人以上の

方にご来場いただき、例年にも増

して、たくさんの方々に子どもた

ちの作品を見ていただきました。 

各学校から選ばれた出品作品

は、科学論文336点、標本102

点、科学工夫作品136点で、合

わせて574点にのぼりました。 

そのうち64点がみ

ごと入賞し、さらに

この中の31点が10

月 17 日 ( 土 ) ･ 18 日

(日)に千葉県総合教育

センターで行われた県の科学作品

展に出品されました。 

会場に並んだ作品はどれも力作

揃いで、子どもたちの夏休みの思

い出とともに、自然への鋭い眼差

しや、新しい世界を創造する科学

の心にあふれていました。 

日本の科学界は、相次ぐ日本人

のノーベル賞受賞に沸き立ってい

ます。今回作品を出品された児

童･生徒のみなさんの中からも、

将来の科学立国日本を支え、人類

の発展に大きく寄与する人材が育

つのではないかと、今からとても

楽しみです。 

なお入賞作品は、ウェブペー

ジに掲載してあります。ぜひご

覧ください。   【指導課】 

   

～ 

～科学の世界に魅了～ 

 8月1日(土)に、第四中学校に

おいて理科の体験教室｢サイエン

スパーク｣が開催されました。 

 この催し物は、理科の研究をし

ている第四中ブロックの三校(第

四中･中山小･若宮小)が主催とな

り、ブロックの小･中学生を対象

に、今年初めて実施されました。 

体験コーナーでは、県立市川工

業高校の先生や現代産業科学館の

職員、中･高校生のボランティア

にお手伝いいただき、｢ふうせん

スライム｣｢偏光

板マジックスル

リン｣｢キラキラ

キユーブ 万華

鏡｣｢顕微鏡観

察」等の体験を

行い、多くの子

どもたちや保護

者が参加しました。 

また、県立国

府台高校の先生

にご協力いただ

き、液体窒素を

使った実験も行

いました。 

参加した子ど

もたちは、バナ

ナや花が一瞬で

凍る様子に目を輝かせ、自然科

学の世界を楽しんでいました。 

【教育センター】 

学校施設は、児童･生徒が日々

学び生活する場であり、災害時

の地域避難拠点に指定されてい

ることから、耐震化対策を計画

的に進めてきました。 

その結果、今年度の北方小学

校屋内運動場新築工事をもっ

て、文部科学省が示す、より安

全 性 の 高 い 基 準 の、耐 震 化 率

100％を達成できる見通しと

なっております。 

また、８月に完成した第四中

学校のランニングコースには、

幅3ｍでセンターラインを引き、

長さ約80ｍ、往復約160ｍの直

線コースを設定し、足に負担の

かからないゴムチップウレタン

舗装を施し安全性を高めていま

す。     【教育施設課】 

《関連情報》教育施設の整備効果 

液体窒素で凍るバナナ 

トレースロボット作り 

 

ドイツの民族衣装を着て記念撮影 

 

 

 

 
（相談室）TEL ３２０－３３３６ 火～土（9時～17時） 

 ○教育相談 対象：３歳～中学3年生 

 不登校をはじめとする様々な悩みに関して専門的知識を持つ教育相談員が相談を受け付けています。 
  

 ○適応指導教室（ふれんどルーム市川） 対象：小学４年生～中学3年生 

 週３日（火・水・金）開室し、教科学習や小集団での体験活動を行っています。 
  
○訪問員派遣：家庭に大学院生が訪問して遊びなどの関わりを通してお子さんとの交流をします。 
  

 ○ほっとホッと訪問相談 対象：小学1年生～中学3年生 

 相談員が不登校や子育てについての相談を電話でお受けしています。自宅等に出向いてお話を伺うこ

ともできます。 TEL ３２０－３３６２ 火～金（12時30分～17時） 
  

TEL ３２０－３３４０ 月～金（9時～17時※木は19時） 

 ○少年相談（尐年センター）対象：小学1年生～20歳未満 

  家庭生活、交友や健康など様々な悩みの相談を受け付けています。 
   

子どもにかかわる相談は、ここでできます！ 

教育センター 

尐年センター 

 

 

ランニングコース 

屋内運動場 

校舎棟 

工事が終了した第四中学校 

H24  屋内運動場新築工事 

H26  校舎棟新築工事 

H27.8 ランニングコース完成 

～市川市児童生徒科学展～ 
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    「米っ人くらぶ」は、

米作りの体験を通じて、自然や

人とのふれあいや、勤労と収穫

の喜びを体験し、心豊かな子ど

もたちを育てることを目的にし

ています。 

作業は「田起こし｣

に始まり、｢田植え｣、

｢案山子作り｣、｢おだ

作り｣、｢稲刈り｣、そ

の他に｢自然観察｣な

ど、年間を通して14

回程度体験します。 

参加した子どもたち

や 保 護 者 の 感 想 文 に

は、米作りの体験を通

じた自然とのふれあい

や、作物への感謝の気

持 ち、収 穫 ま で に 関

わった多くの

方々への感謝の気持ち

などが多くつづられて

います。 

   また｢教科書を読む

だけでは学習できない

ことを、親子で学ばせ

てもらい、貴重

な 経 験 に な っ

た｣などという

喜びの声も寄せ

られています。 

 2月の広報で

次年度の参加者

を募集します。 

 詳細は、教育委

員会ウェブ「米っ

人くらぶ」をご参

照ください。 

 

【青尐年育成課】 

まもなく｢全国中学生人権

作文コンテスト｣の審査結果

が発表されます。昨年度の

内閣総理大臣賞は、遊びの

中で友人の目に怪我をさせ

てしまった｢私｣と、｢家族｣

の気持ちをつづったもので

した。友人を失明させてし

ま っ た か も し れ な い｢ 私 ｣

は、病院で母が｢できる限り

の償いをさせてください｣と

相手家族に平謝りしている

姿を目の当たりにします。

さらに後日、サッカー練

習を終えてユニホーム姿

で謝罪に向かおうとした

｢私｣は、父から｢お前がさ

せた怪我のせいでテニスの練

習を休んどるA君の気持ちを

考 え ろ ｣ と 叱 責 さ れ ま す。

｢私｣は、他人の権利を自分が

奪ってしまったのだと気づか

されたという内容です。 

人権とは、抽象的で遠い理

念なのではなく、｢人を傷つ

けないこと｣なのです。 

たくさんの人々と関わり

あって生きている私たちが、

周囲の人々のかけがえのない

人生をそれぞれ大切にし合う

ということです。折りし

も12月4日～10日は｢人

権週間｣となります。 

【指導課】 

教育委員会では、地域での活

躍が期待されている青尐年リー

ダーの育成を目的に、市川市子

ども会育成会連絡協議会と共催

で、さまざまな講習会を実施し

ています。 

 

いずれの講習会も、５･６月に

開講し、半年の間に５回から７

回のカリキュラムが組まれ、今

年度は11月15日に無事全課程

を終えました。 

キャンプを初めとする貴重な

体験を通じて知識や技術を身に

付けると共に、たくさんの仲間

作りができる場となっていま

す。    【青尐年育成課】 

～青少年相談員とともに 
皆さんは｢青尐年相談

員｣を知っていますか？ 

地域の子どもたちが

健やかに、ノビノビ育

つために活動している

団体で、昨年度発足50

周年を迎えました。 

最大の行事でもある

｢ い ち か わ 子 ど も 村 ｣

は、毎年夏休みに市内

在住･在校の小学校4～

6年生を対象として｢市

川市尐年自然の家｣に宿

泊する１泊２日のキャ

ンプです。 

ここでは、団体生活

の中で協力することが

いかに大切であるかを体験したり 

自分で考えながら行動したり、違

う学校や違う

学年の仲間と

協力しながら

普段とは違う

体験ができる

キャンプです 

頼もしい学

生ボランティ

アも毎年参加

して活動を盛

り上げてくれ

ます。 

 今年は7月

25日(土)･26日(日)に｢さぁ行こ

う!夏の大冒険!!｣をテーマに、班

別対抗のゲームや水遊び、バナ

ナトラップを作っての昆虫観察

を行いました。 

夕食は協力

し て カ レ ー

ラ イ ス を 作

り キャンプ

フ ァ イ ヤ ー

など楽しい

時間を過ごせました。 

家族のありがたさを再確認し

たり、新しい仲間との絆を深め

たりするなど、自然を感じなが

ら仲間と過ごせる素敵な2日間に

なったことでしょう。 

     【青尐年育成課】 

 

学校教育に関心があり、学校運営について提言や助言をいただけ

る｢学校評議員候補者｣を募集します。 

公募による学校評議員の推薦依頼が、各学校より教育委員会に寄

せられた場合に限り、候補者（登録者）をその学校に紹介すること

となります。 

◆出 願 資 格 ：学校教育に関心のある方で成人（年齢職業不問） 

◆登録手続き   : 履歴書及びレポートの提出 

◆募 集 人 員 ：若干名        ◆募 集 期 間  ：12月11日(金)まで 

詳細は、義務教育課教職員班(TEL383-9261)までお問い合わせ

ください。                 【義務教育課】 

案山子コンテスト金賞 

豊作の田んぼで稲刈り 

 

稲束を干す「おだ」作り 

楽しかった！水遊び 

みんなで作ったカレー 

この｢教育いちかわ｣はバックナンバーも掲載しています。 

｢教育いちかわ｣で検索、または教育委員会のウェブからアクセス

してください。 

2泊3日キャンプでの中･高校生 

～企画展「いきものの体」～ 

 市川自然博物館では、来年の

2月14日(日)までの予定で、企

画展｢いきものの体｣を開催して

います。 

身 近 な 動 物 の 体 の 特 に「あ

し」に着目し、パネルや標本を

中心に展示しています。 

生き物の体について、どこに

着目すればいいのかという「見

方」を伝えることに主眼を置い

ています。 

【脊椎動物を足から見ると】 

 哺乳類や鳥類、魚類など体の

中に骨を持つ脊椎動物は、基本

的に4本の足を持っています。 

  魚類 

 胸ビレと腹ビレが足に相当し

ますが、陸上で暮らす哺乳類の

ように肩や腰で背骨としっかり

つながる構造にはなっていませ

ん。浮力がかかる水中では必要

が無かったからです。そのこと

を、展示している透明標本で確

認できます。 

           

 

 

 

 

 

 

鳥類 

翼が前足に相当します。羽ば

たくために胸の筋肉が発達し、

筋肉が付いている骨も大きく

なっていることも、展示の骨格

標本で確認できます。 

 このように展示の骨格標本で

確認しながら｢あし｣に着目した

見方をすることで、博物館はも

ちろん動物園で飼育しているた

くさんの生きた動物の見学が、

一味違ったものになると思いま

す。     【自然博物館】 

目で見て確認！透明標本 

思い出のキャンプファイヤー 、 

 
 

  

 

、 

。 

講習会 対象    内容 

わんぱく 
 セミナー 
（初級） 

小学校 
5･6年 

あそびや野外活動を中心

に集団行動･生活の基本を

身につける 
ジュニア 
 リーダー 
 講習会 
（中級） 

中学生 
グループワーク･野外活動

を中心にリーダーシップ

力を高める 

ヤング 
カルチャー 
 スクール 
（上級） 

高校生 

小･中学生と共に活動する

中で、リーダーとしての

心構えと指導技術に磨き

をかける 

  

「いちかわ子ども村」～ 

 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000209299.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000209301.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000212491.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000213246.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000213246.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000213521.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000209017.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000011.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu10/1111000005.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu10/1111000005.html
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03.html
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000001.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000001.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000004.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000004.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000002.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000002.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu16/index2.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu16/index2.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakko-hyogiin/
http://www.ichikawa-school.ed.jp/k-ichikawa/index.html
http://www.city.ichikawa.lg.jp/edu01/1111000194.html
http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu/haku/
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000204802.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000204802.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000204802.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201591.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201591.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201591.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201591.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201595.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201595.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201595.pdf
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000201595.pdf

